
No. 公園名 所在地 設置遊具等 砂場 すべり台 ブランコ 鉄棒
小型複合
遊具

中型複
合遊具

大型複
合遊具

その他 供用開始

1 こなら公園 研究学園三丁目１８番地 複合遊具 Green Green 1 H25.3.29
2 もみじ公園 研究学園二丁目１１番地 複合遊具 1 H25.3.29
3 研究学園３丁目広場 研究学園三丁目１６番地 ２連ブランコ、４連低鉄棒 1 1 H31.4.1

0 0 1 1 2 0 0 0

No. 公園名 所在地 設置遊具等 砂場 すべり台 ブランコ 鉄棒
小型複合
遊具

中型複
合遊具

大型複
合遊具

その他 供用開始

1 石だたみ公園 研究学園四丁目１０番地 すべり台 1 H20.4.1
2 みなも公園 学園の森一丁目４番地 複合遊具 1 H25.3.29
3 あけぼの公園 学園の森一丁目１７番地 複合遊具 1 H26.4.15
4 ⻄原公園 学園の森二丁目２７番地 複合遊具 1 H26.12.16
5 まんりょう公園 学園の森三丁目４１番地 複合遊具 1 H26.12.16
6 みどり公園 学園の森三丁目３２番地 複合遊具 1 H26.12.16

0 1 0 0 5 0 0 0

No. 公園名 所在地 設置遊具等 砂場 すべり台 ブランコ 鉄棒
小型複合
遊具

中型複
合遊具

大型複
合遊具

その他 供用開始

1 みどりの中央公園 みどりの中央13番地 ３連鉄棒 1 H31.3.22
2 観察の森公園 みどりの一丁目５６番地 コンビネーション 1 H20.4.1
3 源流の森公園 みどりの中央２７ コンビネーション 1 H20.4.1
4 遊びの森公園 みどりの中央３８番地 コンビネーション 1 H22.7.7
5 いこいの森公園 みどりの中央７１番地 コンビネーション 1 H23.8.17

6 古舘遺跡公園 みどりの東４６番地
スプリング（4WD）、スプリ
ング（シップ）、ダブルすべり
台、雲梯

1 3 H27.6.1

7 いやしの森公園 みどりの二丁目４９番地 複合遊具 1 H28.9.7
8 集いの森公園 みどりの二丁目６３番地 複合遊具、３連鉄棒 1 1 H28.9.7

9 片田どんぐり公園 みどりの南３４番地
すべり台、スプリング（バイ
ク）、スプリング（飛行機）

1 2 H28.9.7

10 片田わんぱく公園 みどりの南９９番地
サーカスクライム、すべり台、
スプリング（くじゃく）、スプ
リング（アシカ）

1 3 H28.9.7

11 水辺の森公園 みどりの二丁目２２番地 複合遊具 1 H28.11.1
0 3 0 2 7 0 0 8

No. 公園名 所在地 設置遊具等 砂場 すべり台 ブランコ 鉄棒
小型複合
遊具

中型複
合遊具

大型複
合遊具

その他 供用開始

1 松見公園 天久保一丁目４番地 ２連ブランコ、複合遊具 1 1 S51.6.1
2 天久保公園 天久保二丁目５番地 コンビネーション 1 S54.4.1

3 かきの木公園 天久保三丁目１５番地１１
すべり台、３連低鉄棒、２連ブ
ランコ

1 1 1 S53.4.1

4 山鳩公園 天久保四丁目４番地
ジャングルジム＋すべり台、
ロッキング（ライオン）

1 2 S53.4.1

5 しらかし公園 天久保三丁目７番地１
２連ブランコ、コンビネーショ
ン

1 1 S54.4.1

6 時の公園 吾妻一丁目１６番地１ すべり台、２連ブランコ、砂場 1 1 1 H7.3.31

7 ろくまる公園 吾妻一丁目４番地１ すべり台、２連ブランコ、砂場 1 1 1 H7.3.31

8 ななまる公園 吾妻二丁目２番地１ すべり台、２連ブランコ、砂場 1 1 1 H7.3.31

9 いちょうの丘公園 吾妻三丁目６番地
２連ブランコ、ロープウェイ、
砂場

1 1 1 S54.4.1

4 5 7 1 3 0 0 3

通学区域ごとの公園遊具一覧

合計

合計

合計

合計

研究学園小学校 通学区域内

学園の森義務教育学校 通学区域内

みどりの学園義務教育学校 通学区域内

吾妻小学校 通学区域内

川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料　　　　　　　　　　　　　　【資料１】①

※本資料は、つくば市の公園別遊具一覧表（令和5年5月22日時点）をもとに川久保皆実議員が作成。



0～2歳児クラス・保育標準時間・第１子という条件での認可保育施設の利用者負担額の上限額は以下のとおりである。
なお、いずれの自治体も、市民税所得割課税額が397,000 円以上の場合に上限額が適用される。

川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料 【資料２－１】②

※本資料は、各自治体のHPの情報をもとに川久保皆実議員が作成。

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

※令和５年度時点



川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料 【資料２－２】③

※本資料は、つくば市及び土浦市のHPの情報をもとに川久保皆実議員が作成。

利用者負担額

市民税
所得割
課税額

※令和５年度時点



川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料 【資料２－３】④

※本資料は、つくば市及び土浦市への調査をもとに川久保皆実議員が作成。

児童数

児童数

市階層
（市民税所得
割課税額）

市階層
（市民税所得
割課税額）

※令和5年4月1日時点

※令和5年5月1日時点
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問 25 女性の意見や視点をより一層市政に反映させるためには、何が有効だと思います

か。（○は３つまで） 

「審議会・委員会等への女性の登用増」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「市民の意見や提

案等の募集拡充」の割合が 39.6％、「女性議員の増員」の割合が 39.3％となっています。 

 

【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「市民の意見や提案等の募集拡充」「市民活動に対する支援の

充実」「広報活動の強化」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性に比べ､女性で「市民の意見や提案等の募集拡充」の割合が高くなっていま

す。一方､女性に比べ、男性で「広報活動の強化」「市職員の女性管理職を増やす」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

審
議
会
・
委
員
会
等
へ

の
女
性
の
登
用
増 

市
民
の
意
見
や
提
案

等
の
募
集
拡
充 

市
民
活
動
に
対
す
る

支
援
の
充
実 

女
性
議
員
の
増
員 

広
報
活
動
の
強
化 

市
職
員
の
女
性
管
理

職
を
増
や
す 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 486 44.9 42.8 22.6 39.1 21.8 27.0 5.1 7.0 

男性 417 48.0 36.7 25.9 38.8 27.6 35.7 3.8 5.8 

 

  

％

審議会・委員会等への女性の登用増

市民の意見や提案等の募集拡充

市民活動に対する支援の充実

女性議員の増員

広報活動の強化

市職員の女性管理職を増やす

その他

無回答

46.4

39.6

24.1

39.3

24.4

31.2

4.5

6.5

44.1

34.4

18.6

35.3

18.4

－

3.5

12.4

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 911）

平成28年度調査

（回答者数 = 884）

※前回調査に「市職員の女性管理職を増やす」の選択肢

はありませんでした。 

川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料　　　　　　　　　　　　【資料３－１】⑤
※黄色ハイライトは川久保皆実議員による。

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示
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問 21 女性の意見や視点をより一層市政に反映させるためには、何が有効だと思います

か。３つ以内で選んでください。 

「審議会・委員会等への女性の登用増」の割合が 44.3％と最も高く、次いで「市職員の女性管

理職を増やす」の割合が 43.4％、「市民の意見や提案等の募集拡充」の割合が 35.9％となってい

ます。 

 

【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「審議会・委員会等への女性の登用増」「広報活動の強化」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回は「各種懇談会・フォーラム等の充実」「情報公開の充実」の選択肢がありました。また、「市職員の女性管理職を

増やす」の選択肢がありませんでした。 

 

＜「その他」意見より＞ 

・部署ごとの男女比率の均等化。 

・男女で区別することを強調しないこと。 

・匿名で意見を伝える場があると、意見や本音を吸い上げやすい。 

・女性の意見や視点について意識していること自体、男女共同参画が遅れている。 など 

 

  

％

審議会・委員会等への女性の
登用増

市民の意見や提案等の募集
拡充

市民活動に対する支援の充実

女性議員の増員

広報活動の強化

市職員の女性管理職を増やす

その他

無回答

44.3

35.9

22.0

21.2

20.0

43.4

5.1

2.8

55.9

36.0

26.0

21.1

26.0

－

3.9

4.2

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査
（回答者数 = 898）

平成28年度調査
（回答者数 = 1,271）

出典：「つくば市 男女共同参画に関する市民意識調査 調査結果報告書」令和４年３月から一部抜粋

⑥

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示
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出典：「つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）」から一部抜粋

※黄色ハイライトは川久保皆実議員による。

kawakubo
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kawakubo
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ハイライト表示

kawakubo
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ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示
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※黄色ハイライトは川久保皆実議員による。
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⑨

出典：「つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）令和３年度（2021年度）施策実施状況及び令和４年度（2022年度）施策実施計画」から一部抜粋

kawakubo
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４  指標一覧  

基本計画に基づく取組内容や目標達成の状況を確認し、着実に推進するため、

本計画では「成果指標」「活動目標量」「参考値」の３つの指標を設定します。 

５か年で達成すべき目標値を掲げ、毎年定点観測しながら、計画の進捗管理に

いかしていきます。 

 

成果指標 男女共同参画社会の実現に向けて、社会の達成状況を測るための数値目標 

活動目標量 基本計画に基づく取組の想定事業量や、取組の進捗状況を測る統計データ 

参考値 
男女共同参画社会の形成の状況を把握するため、計画期間終了時の数値と
比較するための値 

 

【成果指標】 

様々な施策を総合的に実施することによって成果を生むと考えられることから、基本計画全体 

に対して設定しており、５年に一度実施している「男女共同参画に関する市民意識調査」及び２年 

に一度実施している「つくば市民意識調査」で計画期間終了時に達成度の評価をします。 

男女共同参画に関する市民意識調査項目 
前回調査 

平成２８年（2016 年） 

現状値 

令和 3 年（2021 年） 

目標値 

令和 8 年（2026 年） 

「社会全体」における男女の地位の平
等感を感じる市民の割合 

16.4％ 15.1％ 17％ 

「男は仕事、女は家庭」という考え方
について、反対の割合 

 
－ 
 

 
61.9％ 

 

 
67％ 

 

「職場」における男女の地位の平等感
を感じる市民の割合 

22.2％ 26.7％ 30％ 

「女性のための相談室」を知っている
市民の割合 

33.8％ 35.6％ 50％ 

 

つくば市民意識調査項目 
前回結果 

令和元年（201９年） 

現状値 

令和 3 年（2021 年） 

目標値 

令和 9 年（202７年） 

男女共同参画に対する満足度 24.2％ 26.9％ 30％ 

 

  

川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料　　　　　　　　　　　　【資料３―４】⑩

※黄色ハイライトは川久保皆実議員による。
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【活動目標量】 

全ての施策について自課評価を実施するのではなく、各基本目標ごとに数値目標を立てること 

が適切な施策に具体的な活動をどの程度行ったかを測る目標量を設定し、その実施状況を毎年 

評価します。 

基本 
目標 

項 目 
現状値 

令和３年度（2021 年度） 

目標値 

令和９年度（202７年度） 

Ⅰ 男女共同参画セミナー参加人数 
226 人 

（男 75 人、女 151 人） 
300 人 

 Ⅱ 

家族で参加できるマタニティサロンに

おいて、妊婦に対する夫またはパート

ナーの参加者の割合 ※ 

86.3％ ９０％ 

 Ⅱ 
保育所待機児童数 
 

３人 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

0 人 
令和 9 年（2027 年）4 月 1 日時点 

 Ⅱ 放課後児童クラブ受け入れ児童員数 
5,272 人 

令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

6,870 人 
※令和６年度（2024 年度）まで

の目標値（第２期つくば市子ども・

子育て支援プラン） 

Ⅱ 
審議会等委員（附属機関）の女性委員
の割合 

27.5％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

40％以上 
令和 9 年（2027 年）4 月 1 日時点 

Ⅱ 管理職を目指したいと思える職場環
境が整っていると思う職員の割合 

 
４１．４％ 

 
５０％ 

Ⅱ 
男性職員の育児休業取得率 
（２週間以上） 

89.6％ 

100％ 
※令和７年度（2025 年度）まで

の目標値（つくば市職員のワーク

ライフバランス推進プラン） 

Ⅲ 
相談事業の周知活動 
（チラシ配布、ＳＮＳ配信等） 

82 か所 
（年 6 回周知） 

90 か所 
（年 10 回周知） 

Ⅲ 
性的マイノリティに関するセミナーの
参加人数 

40 人／回 60 人／回 

Ⅳ 子宮がん／乳がん検診受診率 
子宮がん 19.3％ 
乳がん  19.2％ 

当面 50％ 
※令和７年度（2025 年度）まで

の目標値（第４期つくば市健康増

進計画） 

Ⅳ 
つくばこどもの青い羽根学習会 
開設か所数 

16 か所 

18 か所 
※令和 6 年度（2024 年度）まで

の目標値（市長公約事業のロード

マップ 2020-2024） 

※ 前計画では、マタニティサロンに参加した夫またはパートナーの割合（最大値 50%）としていましたが、本計画では、 

妊婦に対して（妊婦を母数にして）、夫またはパートナーの割合（最大値100％）で算出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑪

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示

kawakubo
ハイライト表示
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【参考値】 

基本目標に関連する数値ではあるが、外的要因による影響が大きいものや数値目標を設定する 

ことが必ずしも適当ではないものについては、数値の推移により状況を把握します。 

基本 

目標 
項 目 現状値 

（令和３年度） 

Ⅰ 男女共同参画セミナー参加者満足度（アンケート実施） 93％ 

Ⅱ つくば市ふるさとハローワークでの女性正規雇用の就業者数 143 人 

Ⅱ 特定創業支援事業による女性の創業者数 21 人 

Ⅱ 家族経営協定締結累計 209 件 

Ⅱ 女性の認定農業者数 15 人 

Ⅱ 地域子育て支援拠点施設数 10 施設 

Ⅱ 病児・病後児保育実施施設数 8 施設 

Ⅱ 審議会等委員（附属機関）の女性の長の割合 6.1％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅱ 区長に占める女性の割合 6.5％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅱ 市議会議員の女性の割合 28.6％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅱ 市職員（行政職）の係長職に占める女性の割合 40.3％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅱ 市職員（行政職）の課長補佐職に占める女性の割合 33.2％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅱ 市職員（行政職）の課長職に占める女性の割合 17％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅱ 市職員（行政職）の次長職に占める女性の割合 6.1％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅱ 市職員（行政職）の部長職に占める女性の割合 6.3％ 
令和 4 年（2022 年）7 月 1 日現在 

Ⅱ 消防吏員に占める女性の割合 4.0％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

Ⅲ 「女性のための相談室」相談件数 57９件 

Ⅲ 「男性のための電話相談」相談件数 10 件 

Ⅳ 防災対策出前講座等実施回数 15 回 

Ⅳ 消防団員に占める女性の割合 2.9％ 
令和 4 年（2022 年）4 月 1 日現在 

⑫

出典：「つくば市男女共同参画推進基本計画（2023～2027）」から一部抜粋
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中略

川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料 【資料３－５】⑬
※囲い枠は川久保皆実議員による。

出典：内閣府ホームページ （https://www.gender.go.jp/policy/positive_act/index.html）

https://www.gender.go.jp/policy/positive_act/index.html


川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料３―６】⑭
※黄色ハイライトは川久保皆実議員による。

出典：「つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）令和３年度（2021年度）施策実施状況及び令和４年度（2022年度）施策実施計画」から一部抜粋



⑮

出典：「つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）2020年度施策実施状況及び2021年度施策実施計画」から一部抜粋



⑯

出典：「つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）2019年度施策実施状況及び2020年度施策実施計画」から一部抜粋



令和４年度 横浜市男女共同参画推進会議

次 第

令和４年６月15日(水)10時00分から10時55分

市庁舎31階 レセプションルーム

１ 第５次横浜市男女共同参画行動計画の進捗状況報告

２ 市附属機関における女性委員割合40％以上達成に向けた取組強化について

３ 横浜市職員のワークライフバランス・ポテンシャル発揮推進プログラム－拡充版－

(Ｗｅプラン)について

４ 意見交換

・女性職員の責任職登用について

・男性職員の育児休業取得促進について

川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料　　※黄色ハイライトは川久保皆実議員による。         【資料３－７】⑰



8

市附属機関における女性委員割合40％以上達成に向けた
取組強化について

２

⑱



市附属機関における女性委員の登用について

●本市では、多様な意思が市の政策・方針決定に公平・公正に反映され、均等に
利益を享受できるよう、附属機関委員への女性の登用促進に取り組んでいる。

①「横浜市附属機関委員への女性の参画推進要綱」に「女性の割合が40％を
下回らないこと」と規定

②「第５次横浜市男女共同参画行動計画」に活動指標として設定

附属機関における女性委員の参画比率向上を強化し、全ての附属機関
で女性委員割合40％以上達成を目指す、横浜版クオータ制※を導入

※クオータ制とは、一定の比率で人数を割り当てる制度のこと 9

活動指標 計画策定時 目標(令和７年度) 令和３年度実績
女性割合40％未満の

附属機関数
(３人以下の附属機関を除く)

59機関
(令和２年４月１日)

40％未満

30機関
40％未満

36機関/195機関
(令和４年４月１日)

⑲



横浜版クオータ制の概要

●「行動計画書」の作成（一斉改選時等）

対 象：全ての附属機関
主な取組：次期委員委嘱時における女性委員割合の数値目標(現状以上)を設定

指定管理者選定評価委員会については、一律「女性割合40％以上」
提 出 先：区局統括本部長決裁を得た上で、政策局長に提出

●「女性委員割合減少に伴う理由書」の作成（委員の一部改選時）

対 象：行動計画書作成時の女性委員割合（現状）から減少した附属機関
主な取組：委員委嘱前に、その理由等を報告
提 出 先：政策局男女共同参画推進課

●女性割合40％未満の附属機関名ついては、男女共同参画推進会議(６月)や情報共有
推進会議(12月)を通じて、全庁的に共有（年２回）

10
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横浜版クオータ制導入のメリット

●「行動計画書」の作成＝目標達成に向けた計画的な取り組みに繋がる。

・すでに女性割合が40％以上となっている附属機関
⇒女性割合40％以上を維持し続けることを意識することができる。

・女性割合40％を達成することが短期的に難しい附属機関
⇒実態に即した数値目標を設定し、40％達成に向けて継続的に取り組む。

●各団体・企業に委員の推薦依頼をする際、「行動計画書」等を活用することで、

・女性委員の推薦依頼をしやすい。

・各団体・企業側の男女共同参画意識の醸成に繋がる。

11

㉑



導入にあたって

●今後のスケジュール(予定)
本日 副市長通知発出(YCAN掲出)
７月１日 「横浜市附属機関委員への女性の参画推進要綱」の一部改正
７月中旬頃 行動計画書の作成依頼発出
８月末頃 行動計画書の提出

●その他
女性委員の人選に難航する場合は、男女共同参画推進課が相談・助言等の支援（市

内大学における学識経験者リストの提示など）を行います。

12
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女性割合40％未満の附属機関一覧(令和４年４月１日現在)

区局名 女性割合40％未満の附属機関
瀬谷区 ・横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者選定評価委員会

総務局 ・横浜市防災会議
・横浜市国民保護協議会

財政局 ・横浜市税制調査会

市民局 ・横浜市個人情報保護審議会
・横浜市いじめ問題調査委員会

文化観光局 ・横浜市大倉山記念館指定管理者選定評価委員会
経済局 ・横浜市中央卸売市場開設運営協議会

健康福祉局

・横浜市福祉のまちづくり推進会議
・横浜市地域福祉保健計画策定・推進委員会
・横浜市国民健康保険運営協議会
・横浜市国民健康保険障害児育児手当金障害程度審査委員会
・横浜市障害者施策推進協議会
・横浜市精神医療審査会
・横浜市介護認定審査会
・横浜市感染症診査協議会
・横浜市予防接種事故対策調査会
・横浜市指定難病審査会
・横浜市福祉保健研修交流センター指定管理者選定評価委員会

13
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女性割合40％未満の附属機関一覧(令和４年４月１日現在)

14

区局名 女性割合40％未満の附属機関
医療局 ・横浜市保健医療協議会
医療局病院経営本部 ・横浜市立病院経営評価委員会

建築局

・横浜市都市計画審議会
・横浜市住宅政策審議会
・横浜市建築審査会
・横浜市開発審査会
・横浜市造成宅地等災害防止対策検討委員会

都市整備局

・横浜国際港都建設事業新綱島駅周辺地区土地区画整理審議会
・横浜市屋外広告物審議会
・横浜国際港都建設事業金沢八景駅東口地区土地区画整理審議会
・横浜国際港都建設事業二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿道地区
第１期地区土地区画整理審議会

道路局 ・横浜市自転車等施策検討協議会

港湾局 ・横浜市港湾審議会
・横浜市物流等関連施設等指定管理者選定評価委員会

教育委員会事務局
・横浜市文化財保護審議会
・横浜市いじめ問題専門委員会
・横浜市学校保健審議会

出典：横浜市ホームページ （https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/danjo/suishinkaigi.files/0009_20220616.pdf）

㉔
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問３ あなたは、管理職になりたいと思いますか。 

「なりたいとは思わない」の割合が 29.1％と最も高く、次いで「現在管理職である」の割合が

28.3％、「どちらともいえない」の割合が 26.6％となっています。 

 

【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「現在管理職である」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性に比べ、女性で「なりたいとは思わない」「どちらともいえない」の割合が

高くなっています。一方、女性に比べ、男性で「なりたいと思う」「現在管理職である」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性 50 歳代・60 歳代で「現在管理職である」の割合が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　10歳代・20歳代 90

　　　　30歳代 92

　　　　40歳代 93

　　　　50歳代・60歳代 100

男性　10歳代・20歳代 78

　　　　30歳代 117

　　　　40歳代 108

　　　　50歳代・60歳代 217

7.8

14.1

12.9

7.0

30.8

35.0

20.4

6.5

50.0

45.7

54.8

30.0

23.1

29.1

21.3

7.8

42.2

40.2

23.7

16.0

46.2

34.2

29.6

8.3

8.6

47.0

1.7

28.7

76.5 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 376

男性 520

10.4

19.4

44.9

17.7

30.1

24.2

14.6

38.3 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なりたいと思う なりたいとは思わない どちらともいえない

現在管理職である 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 898

平成28年度調査 1,271

15.6

21.2

29.1

25.8

26.6

33.5

28.3

18.5

0.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

川久保皆実議員 令和５年６月定例会 一般質問資料　　　　　　　　　　　　【資料３－８】㉕
※黄色ハイライトは川久保皆実議員による。
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問３で「なりたいとは思わない」を選択した方にうかがいます。 

問４ それはなぜですか。２つ以内で選んでください。 

「仕事と家庭（個人）の生活の両立を図る自信がないから」の割合が 42.9％と最も高く、次い

で「自分の能力に自信がないから」の割合が 35.6％、「責任が重くなるから」、「管理職に魅力を

感じない」の割合が 29.1％となっています。 

 

【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「仕事と家庭（個人）の生活の両立を図る自信がないから」の

割合が増加しています。一方、「自分の能力に自信がないから」「その他」の割合が減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回は「管理職に魅力を感じない」と「時間外手当がなくなるから」の選択肢はありませんでした。 

 

＜「その他」意見より＞ 

・現状の職務を続けたいから。 

・プライベートの時間と仕事は完全に切り離したいから。 

・体調に支障を来す恐れがあるから。 など 

 

  

％

責任が重くなるから

仕事と家庭（個人）の生活の
両立を図る自信がないから

今のままで特に不満はないから

大変そうだから

自分の能力に自信がないから

管理職に魅力を感じない

時間外手当がなくなるから

その他

無回答

26.8

36.6

21.6

14.6

47.3

－

－

14.9

0.3

29.1

42.9

11.1

11.9

35.6

29.1

5.4

6.9

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査
（回答者数 = 261）

平成28年度調査
（回答者数 = 328）
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【性別】 

性別でみると、男性に比べ、女性で「仕事と家庭（個人）の生活の両立を図る自信がないから」

「今のままで特に不満はないから」「自分の能力に自信がないから」の割合が高くなっています。 

一方、女性に比べ、男性で「大変そうだから」「管理職に魅力を感じない」「その他」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

責
任
が
重
く
な
る
か
ら 

仕
事
と
家
庭
（
個
人
）
の
生
活
の 

両
立
を
図
る
自
信
が
な
い
か
ら 

今
の
ま
ま
で
特
に
不
満
は
な
い
か
ら 

大
変
そ
う
だ
か
ら 

自
分
の
能
力
に
自
信
が
な
い
か
ら 

管
理
職
に
魅
力
を
感
じ
な
い 

時
間
外
手
当
が
な
く
な
る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 169 27.8 53.8 13.6 7.1 39.1 23.1 3.6 4.7 － 

男性 92 31.5 22.8 6.5 20.7 29.3 40.2 8.7 10.9 － 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性 50 歳代・60 歳代で「今のままで特に不満はないから」

の割合が高くなっています。また、男性 10 歳代・20 歳代で「管理職に魅力を感じない」の割合

が、男性 40 歳代で「大変そうだから」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

責
任
が
重
く
な
る
か
ら 

仕
事
と
家
庭
（
個
人
）
の
生
活
の 

両
立
を
図
る
自
信
が
な
い
か
ら 

今
の
ま
ま
で
特
に
不
満
は
な
い
か
ら 

大
変
そ
う
だ
か
ら 

自
分
の
能
力
に
自
信
が
な
い
か
ら 

管
理
職
に
魅
力
を
感
じ
な
い 

時
間
外
手
当
が
な
く
な
る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 10 歳代・20 歳代 45 40.0 46.7 4.4 15.6 37.8 24.4 8.9 － － 

    30 歳代 42 33.3 59.5 4.8 4.8 47.6 16.7 2.4 7.1 － 

    40 歳代 51 17.6 58.8 15.7 5.9 41.2 29.4 2.0 3.9 － 

    50 歳代・60 歳代 30 16.7 46.7 36.7 － 26.7 20.0 － 10.0 － 

男性 10 歳代・20 歳代 18 38.9 27.8 5.6 11.1 44.4 55.6 － 5.6 － 

    30 歳代 34 38.2 23.5 11.8 17.6 23.5 44.1 20.6 5.9 － 

    40 歳代 23 26.1 26.1 － 39.1 26.1 17.4 4.3 17.4 － 

    50 歳代・60 歳代 17 17.6 11.8 5.9 11.8 29.4 47.1 － 17.6 － 

  

出典：「つくば市 男女共同参画に関する市民意識調査 調査結果報告書」令和４年３月から一部抜粋
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